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桜島火山の自然電位分布と熱水系

Self-potential and hydrothermal system of Sakurajima Volcano
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この数十年間しばしば山頂火口に溶岩の貯留が確認されてきた桜島火山では，その地下にマグマの熱で駆動さ
れる熱水流動系が存在すると考えられる．著者らは地表の自然電位分布を桜島全島規模で調査し，間接的に火山
体の熱水流動系の規模や形状を推定することを目指している．調査は現在進行中であるが，本講演では平成８年
から平成１０年にかけて実施した桜島西部と東部における調査の結果を報告する．

１． はじめに
この数十年間しばしば山頂火口に溶岩の貯留が確認されてきた桜島火山では，その地下にマグマの熱で駆動さ

れる熱水流動系が存在すると考えられる．著者らは地表の自然電位分布を桜島全島規模で調査し，間接的に火山
体の熱水流動系の規模や形状を推定することを目指している．調査は現在進行中であるが，本講演では平成８年
から平成１０年にかけて実施した桜島西部と東部における調査の結果を報告する．

２．全島規模の自然電位分布
近年の桜島火山は爆発の危険があるためその山頂部を踏査することは困難である．そこで桜島西部と東部にお

いてそれぞれ海岸から中腹までの自然電位分布を測定した．その際，海水面を等電位と仮定することで両者の結
果を接続し，東西横断線に沿った電位分布を得ることができた．

大まかに見ると，桜島の裾野に近い地域では地形標高と自然電位は逆相関にあるが，火山体の中腹部から山頂
に向かってその傾向が逆転する兆候が見られる．このことは，山頂部に「地形効果」を凌駕する正の電位異常が
あることを示唆するが，現時点では山頂部のデータが不足しているため決定的ではない．今後，山頂部の高電位
異常を明確にできるならばそれは火口直下の熱水上昇域に対応している可能性が高く，その流速や流量から火山
体のエネルギー輸送に関する知見が得られるものと考える．

３．大正火口に対応する電位異常
１９１４年の大正噴火で溶岩を流出した火口（割れ目）が桜島の西部と東部に分布している．自然電位分布で

見ると，西部の引ノ平付近で電位の高い部分がありこの付近に熱水の上昇流があることが伺える．ところが，同
時期に溶岩を噴出した桜島東部の火口跡付近では特に顕著な電位異常は検出されなかった．両者の間で電位のあ
らわれかたが異なる理由は今のところ不明であり，正確な考察には大地の比抵抗分布を考慮したモデリングが必
要である．自然電位測定と同時に実施した２次元電気探査による比抵抗断面を参考に今後このようなモデリング
を行っていく．
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